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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し
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業
務
の
執
行

\

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
社
員
は
、
定
款
で

業
務
を
執
行
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
除

き
、
当
該
社
員
の
原
資
格
国
法
に
関
す
る
法
律
事

務
及
び
国
際
仲
裁
事
件
の
手
続
に
つ
い
て
の
代
理

に
つ
い
て
業
務
を
執
行
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五

〇
条
の
八
第
一
項
関
係
）

]

業
務
を
執
行
す
る
社
員
は
、
前
記
\
に
規
定
す

る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
を
受
け
、
か
つ
、
第
三
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
法
の
付
記
を
受
け

た
と
き
は
、
当
該
指
定
法
に
関
す
る
法
律
事
務
に

つ
い
て
業
務
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
た
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二

号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
法
律

事
務
及
び
当
該
指
定
法
以
外
の
法
の
解
釈
又
は
適

用
に
つ
い
て
の
鑑
定
そ
の
他
の
法
的
意
見
の
表
明

に
つ
い
て
は
、こ
の
限
り
で
は
な
い
こ
と
と
し
た
。

（
第
五
〇
条
の
八
第
二
項
関
係
）

^

業
務
を
執
行
す
る
社
員
は
、
前
記
\
及
び
]
に

規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
五
条
の
二
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
者
の
書
面
に
よ
る
助
言
を
受
け
て
す

る
と
き
は
、
特
定
外
国
法
に
関
す
る
法
律
事
務
に

つ
い
て
業
務
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
た
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二

号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
法
律

事
務
及
び
当
該
特
定
外
国
法
以
外
の
法
の
解
釈
又

は
適
用
に
つ
い
て
の
鑑
定
そ
の
他
の
法
的
意
見
の

表
明
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
と
し

た
。（
第
五
〇
条
の
八
第
三
項
関
係
）

_

業
務
を
執
行
す
る
社
員
は
、
前
記
\
か
ら
^
ま

で
に
よ
り
執
行
す
る
こ
と
の
で
き
る
業
務
で
あ
っ

て
も
、
第
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
弁
護
士
と
共
同
し
、
又
は
弁
護
士
の
書

面
に
よ
る
助
言
を
受
け
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
し
た
。（
第
五
〇
条
の
八
第
四
項
関
係
）

c

業
務
の
範
囲
を
超
え
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
つ

い
て
の
雇
用
関
係
に
基
づ
く
業
務
上
の
命
令
の
禁
止

等\

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
は
、
自
己
の
業
務
の

範
囲
を
超
え
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、

そ
の
雇
用
す
る
弁
護
士
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士

に
対
し
、
雇
用
関
係
に
基
づ
く
業
務
上
の
命
令
を

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
五
〇
条
の
一

一
第
一
項
関
係
）

]

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
は
、
前
記
\
に
規
定

す
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
雇
用
す
る
弁
護
士
又
は

外
国
法
事
務
弁
護
士
が
自
ら
行
う
法
律
事
務
で

あ
っ
て
当
該
使
用
者
で
あ
る
外
国
法
事
務
弁
護
士

法
人
の
業
務
の
範
囲
を
超
え
る
法
律
事
務
に
当
た

る
も
の
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
不
当
な
関
与
を
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
五
〇
条
の
一
一

第
三
項
関
係
）

〔
法

律
〕

〇
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い

に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
二
九
）

L

〇
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
三
〇
）

N

〔
政

令
〕

〇
権
利
移
転
等
の
促
進
計
画
に
係
る
土
地
に

つ
い
て
の
不
動
産
登
記
に
関
す
る
政
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
一
六
八
）

J
K

〇
警
察
法
施
行
令
及
び
道
路
交
通
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
一
六
九
）

〇
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
七
Ｎ
九
）
を
指

定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
（
一
七
〇
）

J
L

〇
雨
水
の
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施

行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
一
七
一
）

〇
雨
水
の
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
二
項
の
法
人
を
定
め
る
政
令

（
一
七
二
）

〔
省

令
〕

〇
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
七
Ｎ
九
）
を
指

定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
の
施

行
に
伴
う
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の

患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
の
準
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
（
厚
生
労
働
五
八
）

J
M

〇
公
害
医
療
機
関
の
診
療
報
酬
の
請
求
に
関

す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
環
境
一
三
）

〔
規

則
〕

〇
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
の
所
管
す
る

法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報

通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
特
定
個
人
情
報
保
護
委
二
）

J
O

〔
告

示
〕

〇
タ
イ
ヤ
の
表
示
に
関
す
る
公
正
競
争
規
約

の
一
部
変
更
を
認
定
し
た
件

（
公
正
取
引
委
・
消
費
者
庁
二
）

J
O

〇
国
債
証
券
買
入
銷
却
法
第
一
条
の
規
定
に

よ
る
国
債
の
買
入
消
却
に
関
す
る
件

（
財
務
一
四
一
〜
一
四
四
）

J
Q

〇
文
化
財
を
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
す
る

件
（
文
部
科
学
六
八
）

K
I

〇
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制

に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る

法
律
第
四
条
第
一
項
の
規
定
の
承
認
の
件

（
文
部
科
学
・
環
境
一
）

K
O

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

有
機
農
業
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

の
公
表
に
つ
い
て
（
農
林
水
産
省
）

L
I

◇
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
法
律
第
二
九
号
）

（
法
務
省
）

１

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
制
度
の
創
設
（
第
五
章
関

係
）

^

設
立

外
国
法
事
務
弁
護
士
は
、
第
五
章
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
を
設
立
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
〇
条
の
二
関

係
）

_

名
称

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
は
、
そ
の
名
称
中
に
外

国
法
事
務
弁
護
士
法
人
と
い
う
文
字
を
使
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
五
〇
条
の
三
関

係
）

`

社
員
の
資
格

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
社
員
は
、
外
国
法
事

務
弁
護
士
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
業
務

の
停
止
の
懲
戒
を
受
け
、
当
該
業
務
の
停
止
の
期
間

を
経
過
し
な
い
者
な
ど
一
定
の
事
由
に
該
当
す
る
者

は
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
社
員
と
な
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
五
〇
条
の
四
関
係
）

a

業
務
の
範
囲

\

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
は
、
外
国
法
に
関
す

る
法
律
事
務
を
行
う
ほ
か
、
定
款
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
法
令
等
に
基
づ
き
外
国
法
事
務
弁
護

士
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
法
務
省
令

で
定
め
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
一
定
の
業
務
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第

五
〇
条
の
五
第
一
項
関
係
）

]

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
は
、前
記
\
の
ほ
か
、

国
際
仲
裁
事
件
の
手
続
に
つ
い
て
の
代
理
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
〇
条
の
五
第

二
項
関
係
）

˜
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